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 第１回支部長研修会は、今年度から書面開催とさせていただいております。 

議 事  

（１）第５１回北海道養護教員研究大会決算報告  （８）第５２回北海道養護教員研究大会について 

（２）第５１回北海道養護教員研究大会の反省    （９）研究大会にかかわる申合せ事項について 

（３）令和３年度決算報告                     （10）第５３回北海道養護教員研究大会について 

（４）令和３年度会計監査報告                 （11）第５４回北海道養護教員研究大会について 

（５）令和４年度事業･業務計画                （12）令和４年度支部長役割分担及び副会長担当支部割当 

（６）旅費規定について                       （13）令和４年度選挙管理委員選出 

（７）令和４年度補正予算案                   （14）各支部提出議題 

支部提出議題として、札幌高校支部よりＨＰの活用について御意見をいただきました。HPについては、今後

「HP管理規則」を定めた上で適正な運営について検討したいと考えています。 

報告及び連絡事項 

（１）会費納入について （４）全国組織の動向について 

（２）研究係より （５）「保健室シリーズ」執筆輪番について 

（３）たより発行について （６）名簿の配付について 

会長 萬徳 雅美  

会員の皆様におかれましては、日々の業務に加え感染症対応に追われるお忙しい毎日をお過ごしの

ことと思います。 

過日、研究大会打合せと会計監査を行いました。研究大会打合せは、第５２回、第５３回、第５４回の

実行委員会から１１名が集まりました。本部との確認事項のほか、それぞれの実行委員会で抱える問題

や疑問点について積極的に発言され、大変有意義な時間となりました。また、この打合せに参加された

檜山支部、宗谷支部で会計監査を実施していただきました。 

今年の第５２回研究大会は誌上開催と動画配信で実施いたします。当初は会同での開催を予定し、

総会で承認していただきましたが、新型コロナウイルス感染症の流行状況から、誌上開催へ変更しまし

た。桃井実行委員長を中心に石狩支部の皆様が準備を進めてくださっていますことに深く感謝申し上

げます。 

本会の運営につきましては、今年度も会費を減額いたします。昨年度の支部長研修会、総会、各種研

究会が書面開催やWeb開催となり、支出額が抑えられたためです。 

本会は今年設立７２周年を迎えます。会同しての研究大会は来年度以降に持ち越しとなりましたが、

今後も状況に応じた対応ができるよう努めて参ります。皆様の御理解と御協力をお願いいたします。 

 

第1回支部長研修会について 
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全国養護教諭連絡協議会・第 27回研究協議会参加報告 

前副会長 高橋 夢奈  

標記の研究協議会は、本年度も新型コロナウイルス感染症拡大防止を考慮しオンライン形式で開催

されました。令和４年３月１０日から４月１７日の配信期間中、各自で視聴する形態となりました。 

内容としては、救急・小児科・麻酔科のフリーランス医師である境野高資氏による特別講演「救急車

が来るまでに養護教諭ができること/すべきこと」、文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課健康

教育調査官である松﨑美枝氏による基調講演「学校保健の課題とその対応」、フォーラム「連携・協働

の深化により健康課題解決を目指した保健室経営のあり方を通して」の３本立てでした。昨年度行えな

かった特別講演が今年度は無事開催され、充実した学びの時間となりました。 

特別講演では、JRC 蘇生ガイドラインに基づいた対応について改めて確認できたほか、「ガイドライン

２０２０」の変更点、新型コロナウイルス感染症流行時の処置方法などを学ぶことができました。また、頭

部打撲や頸椎捻挫、鼻出血等の日常的な応急手当の手技に関しても知見を深めることができました。

基調講演については、近視の増加や疾病・アレルギーを抱えた児童生徒への対応等、日常疑問に思う

ことや不安に感じていることについて学びを深めることができました。救急体制の整備や教職員研修

等、自校でも実践しようと思うきっかけとなりました。フォーラムでは各学校の実践や工夫、苦労や課題な

どを視聴者側も共有することができました。画面越しでも仲間の存在を感じられたことが大きな励みと

なったと同時に、ぜひ対面で交流し合い、仲間同士語り合いたいと、当たり前に対面研修ができていた

頃を懐かしく思いました。研究協議会開催に関わりました皆様方、貴重な学びの機会を設定してくださ

ったことに心から感謝申し上げます。 

 

第52回北海道養護教員研究大会 

第 52回北海道養護教員研究大会実行委員長  桃井 直美  

３年前、石狩大会実行委員会を立ち上げ、全道の皆様とともに学びを広げ、絆を深め、元気になって

いただける大会を目指し準備を進めてまいりました。皆様の笑顔にお会いできることを心から楽しみに

していた石狩支部にとって、会場開催を断念することは苦渋の決断でした。デルタ株の収束を確認した

昨年末、支部内で会場開催実施を最終決定した直後に現れたオミクロン株。早期のピークアウトを願

うばかりでした。２月の総会では、感染症の流行状況により動画配信のみの開催となる場合もある旨

を記載の上、会場開催の御案内をさせていただき、各支部の皆様には、御多忙の中、事前の参加集約

について御協力をいただきました。その結果、コロナ禍にあっても４８８名もの皆様から参加希望をいた

だき、会場開催を待ち望んでくださる思いが伝わり、喜びと感謝の気持ちがあふれました。しかし、私た

ちの願いに反し、学校現場で一気に感染拡大が進む中、皆様の健康と安全を最優先に考慮し、やむ

なく誌上開催と動画配信に変更させていただきました。Web 申込準備を終え、開催要項送付直前の

決断、会場開催の道を探りたいという強い願いから、最終決定が遅くなり、皆様に御迷惑をおかけしま

したことを心よりお詫び申し上げます。これまで準備してきたことは私たちの中で貴重な経験となり、次

期主管支部である渡島桧山支部さんに大切に引継いでまいります。悩んだ時、お力をお借りしたい時、

誰もが温かな手を差し伸べてくれる会の皆様、３年間、素晴らしい伝統と仲間の繋がりの温かさを一

層深く感じてきました。今後は、１２月の研究集録発行、冬季休業中の講演講座講師による動画配信に

向けて、本部役員の皆様をはじめ、各支部長様、会員の皆様の御協力を得ながら準備を進めてまいり

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 
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＊会費は、支部長又はブロック長に納入してください。 

＊支部長・ブロック長は、支部・ブロックごと会員分をまとめて、下記のゆうちょ銀行口座に７月２９日までに

納入し、FAX で報告してください。 

振込み手数料は支部・ブロックでの御負担をお願いします。 

＊FAX には、振替口座名（又は振込名）・支部名（ブロック名）・登録会員数・納入者数（登録会員数より少

ない場合はその理由を明記）・納入金額を記入してください。 

 

 

  

 

 

 

   

  

 

 

 

 

関係機関との連携：がん教育総合支援事業連絡協議会 

事務局長 堂腰 律子  

関係機関との連携の一つとして、がん教育総合支援事業連絡協議会に委員として出席しています。 

がん教育については、平成２８年１２月に改正されたがん対策基本法において、「がんに関する教育

の推進のために必要な施策を講じる」旨の文言が新たに記載され、平成２９年３月に公示された中学

校学習指導要領及び平成３０年３月に公示された高等学校学習指導要領において、新たにがん教育

について取り扱うことが明記されました。 

北海道においても、平成２４年度に北海道がん対策推進条例が制定され、「教育関係者は、児童及

び生徒ががんに関する理解を深めるための教育の推進に努めるとともに、道が実施するがん対策に協

力する」とされています。そして、北海道教育委員会において平成２６年度からがん教育の取組が始ま

り、併せて「がん教育総合支援事業連絡協議会」が年に３回開催されています。 

この協議会の役割は、「北海道内の実状を踏まえ、北海道教育委員会が作成したがん教育計画に対

し、指導・助言を行う」、「『がん教育推進校』で実施するアンケートの実施時期、対象範囲、方法等を定

める」、「北海道教育委員会がまとめた事業の成果について、指導・助言を行う」ことであり、構成員は

学識経験者１名、医療関係者３名、保健福祉関係者１名、がん経験者１名、学校長２名、養護教諭１名、

行政関係者１名となっています。昨年度の連絡協議会はコロナ禍のため、第１回は Zoom によるオンラ

イン開催、第２回及び第３回は書面開催でした。 

北海道教育委員会ホームページの「がん教育に関するページ」に、「がん教育実践事例」及び「がん

教育外部講師リスト」が掲載されています。各校でのがん教育の取組にお役立てください。 

 

【会計係】 

〒0０３－08２２ 

札幌市白石区菊水元町２条３丁目２-１４ 

札幌市立菊水小学校   岡田 真弓 

TEL011-872-3084 FAX011-872-4589 

【納入先（ゆうちょ銀行）】 

 口座番号  １９０５０－３７８６４８１ 

 口座名   北海道養護教員会 
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役  員 氏  名 所  属 支  部 

会  長 萬 徳  雅 美 市立札幌新川高等学校 札幌高校 

副 会 長 鈴 木  美 和 札幌市立手稲中学校 札幌小中 

桃 井  直 美 恵庭市立恵み野旭小学校 石  狩 

佐 々 木  舞 子 美唄市立中央小学校 空  知 

遠 藤  有 紀 網走市立第四中学校 オホーツク 

事務局長 堂 腰  律 子 北海道札幌西高等学校(定) 札幌高校 

会  計 岡 田  真 弓 札幌市立菊水小学校 札幌小中 

会計監査 佐 藤  眞 由 せたな町立瀬棚中学校 檜  山 

山 本  ゆ り か 北海道礼文高等学校 宗  谷 

事務局員 丸 山  紀 子 北海道科学大学高等学校 札幌高校 

内 田  望 月 札幌市立中央幼稚園 札幌小中 

池 上  佳 那 札幌市立白楊幼稚園 札幌小中 

舘 入  あ ゆ み 札幌市立栄緑小学校 札幌小中 

小 川  美 和 札幌市立もみじ台中学校 札幌小中 

若 狭  智 恵 美 札幌市立羊丘小学校 札幌小中 

井 上  奏 恵 札幌市立有明小学校 札幌小中 

加 納  由 紀 子 札幌市立澄川中学校 札幌小中 

木 村  瑞 恵 札幌市立発寒南小学校 札幌小中 

澤 田  正 代 札幌市立稲積中学校 札幌小中 

支  部 氏  名 所  属 会員数 

石  狩 新 保  靖 絵 恵庭市立恵庭中学校 48 

札幌小中 小笠原 麻実子 札幌市立日章中学校 306 

札幌高校 乘 田  リ サ 札幌北斗高等学校 68 

空  知 佐 々 木  舞 子 美唄市立中央小学校 53 

後  志 川 島  育 子 古平町立古平中学校 67 

檜  山 佐 藤  眞 由 せたな町立瀬棚中学校 24 

渡  島 仮  亜 矢 子 函館市立東山小学校 115 

胆  振 小 山  美 穂 苫小牧市立青翔中学校 71 

十  勝 青 木  由 美 子 芽室町立芽室西小学校 91 

釧  路 安 住  慶 子 浜中町立茶内小学校 92 

根  室 佐 野  亜 希 子 中標津町立計根別学園 46 

オホーツク 遠 藤  有 紀 網走市立第四中学校 114 

上  川 桂  万 梨 恵 剣淵町立剣淵中学校 111 

宗  谷 山 本  ゆ り か 北海道礼文高等学校 15 

留  萌 三 原  美 奈 子 初山別村立初山別中学校 20 

１５支部 ３７ブロック 会員数 1241名 

【役 員】 

【支部長・会員数】 


